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国 際農林水産業研究セ ン タ ーの研究体制
一一 と く に病害虫分野につ い て 一一

はや
農林水産省国際農林水産業研究 セ ン タ ー 早 かわ) 1 1  博 ふみ文

こ れ ま で、 熱帯 ・ 亜熱帯地域 に お け る 農林業の研究協

力 や技術開発の推進 に は、 1970年 に 設立 さ れた熱帯農業

研究セ ン タ ー が大 き な役割j を 果 た し て き た。 し か し 、 多

く の 開発途上諸国で は、 人 口増加や食生活の改善 な ど に

よ る 食料需要が増大す る 一方 で、 そ の 生産力水準 は低位

不安定 な状態 に あ り 、 飢餓 と 貧困 と い う 深刻 な 問題が依

然 と し て残 さ れて い る 。 さ ら に 、 過耕作や過放牧 に よ る

砂漠化 の進行、 熱帯林の破壊、 生物多様性 の後退な ど、

地球規模での環境問題 も 生 じ て お り 、 自 然 の生態系 に 調

和 し た持続的農林水産業 の振興が重視 さ れ る よ う に な っ

て き た。 近年、 開発途上諸国 か ら の わ が国 に 対す る 研究

協力 要請 は ま す ま す増加 し て お り 、 そ れ に 的確 に 応 え る

た め 、 熱帯農業研究セ ン タ ー が発展 的 に 改組 さ れ、 1993

年10月 に 、 国際農林水産業研究セ ン タ ー が新 た に 設立 さ

れた。

1 研究体制の強化

新セ ン タ ー の研究体制 で は 、 と く に 下記の分野が強化

さ れた。

研究分野の拡大 : 開発途上地域 の食料 ・ 資源 ・ 環境問

題な ど に総合的 に対処す る た め 、 農業研究 は も と よ り 林

業分野が強化 さ れ、 新 た に 水産研究分野が加わ っ た。 こ

れ に よ り 、 わ が国 の研究機関 と し て は初 め て 、 農林水産

業 に お け る 全方位の研究体制が整 え ら れ た。

対象地域の拡大 : 従来か ら 行 っ て い る 熱帯 ・ 亜熱帯地

域 に 、 温帯、 冷涼帯地域が加わ り 、 開発途上地域全般 を

対象 と す る 研究が展開 さ れ る よ う に な っ た ( 図- 1 ) 。 中

国東北部、 モ ン ゴ ル、 中央 ア ジ ア 、 東 ヨ ー ロ ッ パ、 中南

米高緯度地帯 な ど の諸国 の研究要請 に も 応 え ら れ る 。

圏内研究体制の強化 : 海外 に 研究者 を 派遣 し て 共同研

究 を 行 う 体制 は 引 き 継がれ る が、 海外で展開 さ れ る 研究

を強力 に 支援す る た め に 、 沖縄支所 と と も に 筑波本所の

圏 内研究体制 の整備が図 ら れ る 。 現在、 バ イ オ テ ク ノ ロ

ジ ー 、 砂漠化 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 実験施設 な ど の施設整備

が進 め ら れて い る 。

情報シス テ ムの整備 : 農林水産業 に 関 す る 情報 を体系

的に整理 ・ 分析 し 、 当該国 の研究協力 を よ り 効果 的 に 進

め ら れ る よ う 、 情報 シ ス テ ム の整備 と 機能の強化が図 ら

れ る 。 ま た、 社会科学分野の調査研究の強化 と 共同研究

を 円滑 に 進 め る た め 、 研究企画 に 係 わ る 調整機能 の整備

が図 ら れ る 。

連携の強化 : 国 内 の行政部局 お よ び研究機関 な ど の協

力 を 得 な が ら 、 世界各国 に 所在す る CGIAR (国際農業研

究協議 グ ル ー プ) 傘下 の 国 際研究機関 と の共 同研究、 国

際協力事業団 の行 う 海外事業 と の連携、 先進国研究機関

と の協力 な ど 、 開発途上地域 の 農林水産業 に 係 わ る さ ま

ざ ま な技術問題 と 取 り 組む た め の関係強化が図 ら れ る 。

招へ い型研究、 研修機能の充実 : 招へ い 型研究 の充実

強化、 さ ら に 各種 レ ベル の研修 な ど に よ り 、 人的国際交

流、 国際貢献の機能が充実 さ れ る 。
2 新 セ ン タ ー の組織

筑波本所 の企画調整部、 総務部、 海外情報部、 生物資

源部、 環境資源部、 生産利用部、 畜産草地部、 林業部、

水産部 の 9 部 と 、 石垣島 に 所在す る 沖縄支所 ( 2 科、 6

研究室) か ら 構成 さ れ、 職員 数 は167名 、 う ち 123名 が研

究 に 携 わ る 体制が組 ま れ て い る ( 図- 2 ) 。 な お 、 熱帯農

業研究セ ン タ ー の職員数 は 145名 で あ っ た 。

海外情報部 : 開発途上諸国 の 農林水産業 に 関す る 諸情

報 を 収集 し 、 分析 ・ 整理 し て 国 内 外 の需要者 に対 し て 的

確な情報 を 提供す る 。 国際研究情報官 は 、 担当 す る 調査

対象地 [ ア ジ ア 1 (東、 東南 ア ジ ア 、 オ セ ア ニ ア ) 、 ア ジ

ア II (南、 西、 中央ア ジ ア 、 中近東、 北 ア フ リ カ ) 、 ア フ

リ カ ( サ ハ ラ 以南) 、 ラ テ ン ア メ リ カ ( 中 南米、 カ リ プ

海) 、 先進国 ・ 国際機関] や 問題 [地球環境保全、 食料需

給動向 、 農山漁村開発] に 応 じ て 、 現地調査 を 含 め 各地

域 の情報 を組織的 に 収集 し提供す る 。 ま た 、 各種の デ ー

タ ベ ー ス を構築 し 、 情報処理技術 の 開発 を 行 う 。

生物資源部 : 現存す る 生物 の 多様性 を解析 し 、 そ の保
存技術 を 開発す る 。 病害虫抵抗性 や環境 ス ト レ ス 耐性 な

ど の生物機能 の機作 を解明 し 、 育種や飼養 ・ 栽培技術の

基礎 を篠立す る 。 さ ら に 、 開発途上諸国 に 収集保存 さ れ

て い る 遺伝資源の特性評価 を 行 い 、 育種への有効利 用 を

図 る 。

環境資源部 : 農林水産業 の 開発 に 必要 な 、 土、 水、 気

象、 植生 な ど の資源の評価 を行 い 、 環境 と 調和 の と れ た

利用技術、 管理 ・ 保全技術の 開 発 を 行 う 。 ま た 、 砂漠化

防止技術、 荒廃農耕地回復技術、 メ タ ン生成制御技術な
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図ー l 研究対象地域 (暗色部. 黒丸 は長期在外研究実施中 の場所)

所 長

企画調護部 ( 10)

研究企画科、 連絡調整科
海外研究交流科、 研究技術情報官

総務部 (22)

庶務課、 会計課、 海外業務管理課

海外情報部 (14)
国際研究情報官

生物資源部 (15)
(遺伝資源、 育種、 生理生態)

環境資源部 (15)
(環境保全、 気象、 土壌、 水資源、 生態)

生産利用部 (23)

(栽培、 作物保護、 農業機械、 農業土木、 作付体系、
ポ ス ト ハ ー ベ ス ト 、 食品加工、 農業経営)

畜産草地部 (10)
(家畜生産、 草地資源、 家畜衛生)

林業部 ( 9 ) 
(産業造林、 荒廃林再生、 林産物利用 、林業 シ ス テ ム )

水産部 ( 7 )
(資源管理、 増養殖、 水産加工)

沖縄支所 (41)

庶務課、 国際協同研究科、 作物導入栽培研、 作物育
種研、 熱帯果樹研、 世代促進研、 作物保護研、 地力
維持研、 業務課

図 2 国際農林水産業研究セ ン タ ー の
研究組織 (数値 は定員)

ど の地球規模 の環境保全技術の 開発 を 進 め る 。

生産利用部 : 作物栽培技術、 作物保護技術、 基盤整備

技術、 機械化作業技術、 農産物利用 ・ 加工技術、 農業経

営の改善方策 な ど の 開発 を行 う と と も に 、 社会、 経済的

要因 を 考慮 し た技術の総合化研究 と 農産漁村振興 に 関 す

る 地域開発研究 を行 う 。

畜産草地部 : 自 然 生 態 系 と 調和 し た 草 地 の 造成 と 管

理 ・ 利用技術、 飼料作物 な ど の導入 と 生産 ・ 利用技術、

家畜の能力 向上技術、 家畜主 要疾病の診断 ・ 防除技術 な

ど の 開 発 を 行い 、 地域環境 に適合 し た持続的な家畜生産

技術 を 開発す る 。 さ ら に 、 畜産物 の利用 ・ 加工技術の 高

度化の た め の試験研究 を行 う 。

林業部 : 林業生産立地条件の解析、 育林技術及び林業

生産 シ ス テ ム の 開 発 を 行い 、 地域生態系 と 調和 し た持続

的な林業生産管理技術 を 確立す る 。 さ ら に 、 当 該地域 に

適合 し た林産物 の利用 ・ 加工技術の高度化 の た め の試験

研究 を 行 う 。

水産部 : 海域及び内水面水産資源 の 生態特性 を 明 ら か

に し て 資源評価 を行 う と と も に 、 地域環境 に適合 し た効
率的で持続的 な漁業生産 の た め の 資源管理及 び増養殖技

術の開発 を 行 う 。 さ ら に 、 地域魚介藻類 の理化学的特性

を 明 ら か に し て 、 水産物の加工 ・ 流通技術の高度化 の た

め の試験研究 を 行 う o

沖縄支所 : 国 内 の他の試験研究機関 で は実施 し 得 な い

熱帯 ・ 亜熱帯地域 の農林技術の 開発、 研究 を 行 う と 共 に 、
熱帯 と 温帯地域 の 農業技術の相互 の 導入 を 図 る 国際的研

究拠点 と し て 位置づ け ら れ る 。 熱帯 ・ 亜熱帯有用作物の

導入順化 ・ 栽培、 熱帯作物の育種、 熱帯果樹の導入 ・ 栽
培、 亜熱帯条件 を活用 し た 世代促進 に よ る 品種改良 の効

率化、 亜熱帯 に お け る 病害虫の生態解明 と 防除、 地カ の

維持 ・ 増進な ど の研究 を 行 う 。 ま た 、 当 支所で は熱帯 ・
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亜熱帯地域 に お け る 地球環境保全 と 生物資源の最適利用

技術の研究 を 、 国際共同研究 に よ っ て 推進す る 。 こ の共

同研究 は 1992年 よ り 開始 さ れ、 開発途上諸国 か ら 新進気

鋭の研究者 を毎年10名招へい し て研究 を 推進 し て い る 。

3 病害虫分野の研究

現在実施 中 の病害虫 に係 わ る 試験研究課題 は、 熱帯 ・

亜熱帯地域 を 対象 に し て 、 下記の も のが あ る 。

1 ) プ ロ ジ ェ ク ト 関連 の長期在外研究

中園、 ベトナム に お ける ウ ンカ類の広域移動実態の調査。

中国 に お け る 果菜類 の耐病性優良系統の育種

稲遺伝資源の耐病性評価 と 利用 ( 中 国 ) 。

イ ネ の ツ ン グ ロ 病抵抗性 に 関す る 研究 (IRRI)

イ ン ド ネ シ ア の 田畑輪換作 に お け る 線虫害 の解明

東南 ア ジ ア に お け る マ イ コ プ ラ ズ マ 様病原体の検定法

( タ イ ) 。

カ ン キ ツ グ リ ー ニ ン グ病 の生態解明 ( タ イ ) 。

2 ) 経常研究関連の長期在外研究

熱帯 に お け る 野菜の重要害虫 コ ナ ガ の発生動態 と 防除

( タ イ ) 。

野菜 ウ イ ル ス 病の生態 と 防除 ( タ イ ) 。

イ ネ 白菜枯病菌 の生態 と 品種抵抗性 (ベトナム、 タイ ) 。

造林地害虫 の生態 と 防除 ( イ ン ド ネ シ ア ) 。

中南米 に お け る ハ キ リ ア リ 被害実態 の解明 と 防除対策

( ブ ラ ジ lレ) 。

3 ) プロ ジ ェ ク ト 関連短期在外研究

耐虫性品種 を加害 す る ト ビ イ ロ ウ ン カ ・ バ イ オ タ イ プ

の検定、 セ ジ ロ ウ ン カ の麹型発現機構の解明、 一時飛来

源での ウ ン カ 類の発生実態把握 (ベトナム、 イ ンドネ シ ア) 。

中国 に お け る 果菜類 の耐病性 と 耐暑性 の相関 の解析、

キ ュ ウ リ の耐病性育種素材の検定、 果菜類 の糸状菌病の

発生実態。

熱帯地域の イ ネ ウ ン カ 類の天敵 に よ る 制御機構の解明、

ム ダ地区 に お け る 水稲 の虫警の解析、 ネ ズ ミ 害損失評価

( マ レ ー シ ア ) 。

タ イ に お け る ゴマ フ ィ ロ デ一 MLO の生態の解明、 イ ネ

MLO お よ び ウ イ ル ス の生態 に 関 す る 研究、 サ ト ウ キ ビ 白

葉病及 び グ ラ ッ シ ー シ ュ ー ト MLO の生態の解明。

カ ン キ ツ グ リ ー ニ ン グ病病原体の簡易検出法の開発、

パパ イ ヤ輪点病 ウ イ ル ス の系統の発生分布 ( タ イ ) 。

4 ) 経常研究関連の短期在外研究

マ ンゴー の果肉崩壊症の発生要因 の解明 と対策 (タイ ) 。

各種農業資材の ト ウ ガ ラ シ ウ イ ル ス に 対す る 防除効果

の検討 ( タ イ ) 。

畑作物加害線虫 の耕種的防除法の 開発 ( タ イ ) 。

マ ホ ガニ ー シ ュ ー ト ポ ー ラ ー の生物的防除技術の 開発

( マ レ ー シ ア ) 。

東南 ア ジ ア に お け る 米穀類の虫害損耗 の発生実態 ( イ

ン ド ネ シ ア 、 フ ィ リ ピ ン ) 。

ア オ ス ジ カ ミ キ リ 人 口 飼育技術の 開発の た め の成虫行

動の解析 ( イ ン ド ネ シ ア ) 。

ヤ ド リ パエ類 に よ る 補食性寄生実態の解明 ( ボ リ ビ ア 、

チ リ ) 。

北及び東 ア フ リ カ 地域 に お け る サパ ク ワ タ リ バ ッ タ の

発生実態調査 ( ケ ニ ア 、 エ チ オ ピ ア ) 。

5 ) 圏 内本所お よ び沖縄支所 に お け る 研究

亜熱帯条件 を利用 し た 世代促進 に よ る 耐病性小麦育種

の育成。

サ ト ウ キ ビ葉焼病耐性細胞 の選抜。

新熱帯マ メ 科野菜 フ タ ゴ マ メ に 発症す る 病害虫 お よ び

寄生昆虫。

亜熱帯 に 導入 さ れ る 野菜 の軟腐病 に 対 す る バ イ オ コ ン

ト ロ ー ル技術の 開発。

熱帯の植物 ウ イ ル ス の 変異 に 関す る 研究。
亜熱帯地域 に発生す る サ ツ マ イ モ ウ イ ル ス 病の発生生

態 の解明。

熱帯果樹 ウ イ ル ス 性病害の生態解明 と 制御技術の 開発。

マ ン ゴ ー の果肉崩壊症 の制御。

ア シ ビ ロ へ リ カ メ ム シ の生態 の解明。

補食寄生性ノ 、 ェ類 に よ る 生物的防除 に 関 す る 研究。

4 今後の研究展開 方 向

拠点 と な る 園、 地域 に お い て 特定 の分野 に つ い て集 中

的 に 対応す る 。 ア フ リ カ 諸国の場合 に は 、 農作物 に 甚大

な被害 を も た ら す集団発生 の サパ ク ワ タ リ バ ッ タ や 、 家

畜 の重要疾病で あ る ト リ パ ノ ゾー マ 症 を媒介す る ツ ェ ツ

エ パエ の対策が、 依然 と し て 大 き な 問題 と し て 残 さ れ て

い る 。 ま た 、 分野 を超 え て総合 的 に 対応す る 大型 プ ロ ジ

ェ ク ト ・ タ イ プの共同研究 も 実施 す る 必要 が あ る 。

国際研究機関 は、 多 数 の 開発途上諸国 の研究機関 と 協

力 関係 に あ る た め 、 そ の所在す る 国 の み な ら ず広範な地

域 に わ た る 研究が可能であ る 。 そ れ ゆ え 、 開発途上諸国

に お け る 研究支援 を効率的 に推進す る に は、 国 際研究機

関 を 通 じ て の研究が重要で あ る 。 ま た 、 わ が国 と 他の先

進国 の海外研究機関 と が、 相互 に 補完関係 を 発揮で き る
三国間共同研究 に つ い て も 推進 す る 必要 が あ る 。

新 セ ン タ ー に よ る 開発途上地域 に お け る 共 同研究及 び

]ICA に よ る 研究分野の技術協力 プ ロ ジ ェ ク ト に つ い て

は、 と も に 開発途上地域 に お け る 課題の解決 と 農林水産

業 の 開発 に 大 き な役割 を 果 た す も の で あ る 。 そ の た め 、

プ ロ ジ ェ ク ト の成果 に 関す る 情報交換、 現地 に お け る 連

携 ・ 協力体制 の さ ら な る 強化が望 ま れ る 。
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